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平成１３年 ４月１７日 
 

各      位 
 

会 社 名   株式会社  ニ チ レ イ 
                                                         東京都中央区築地六丁目１９番２０号 

コード番号  ２８７１ 
問 合 せ 先        取締役財務部長  横 田  浩 二 

 ＴＥＬ（０３）３２４８－２１６５ 
  

業績予想の修正等に関するお知らせ 
 

 当社は、平成１２年１１月１６日の中間決算発表時に公表した平成１３年３月期の単独・ 
連結通期業績予想の修正、ならびに有価証券等評価損の計上を行いましたので、下記のとおり 
お知らせいたします。 
 

記 

 
Ⅰ．平成１３年３月期の通期業績予想の修正（平成１２年４月１日～平成１３年３月３１日） 
１．単 独                                    （単位：百万円） 

                                          売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想  （Ａ） ４１４，５００ １４，３００ １２，９００ ３，５００ 

今回修正予想  （Ｂ） ４１２，８００ １１，８００ １１，３００ ２，５００ 

増 減 額         （Ｂ－Ａ） △  １，７００ △  ２，５００ △  １，６００ △ １，０００ 

増 減 率           （％） △    ０．４ △   １７．５ △   １２．４ △   ２８．６ 

４０９，４２４ １０，９６６  ７，５１５ ２，４０７ 

  ３，３７６     ８３４  ３，７８５     ９３ 

【ご参考】      
前期(平成 12年3 月期)実績 
   
対前期比較増減額 
    
対前期比較増減率 （％）     ０．８    ７．６   ５０．４    ３．９ 

 
２．連 結                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想  （Ａ） ５６４，０００ １９，５００ １６，４００ ３，５００ 

今回修正予想  （Ｂ） ５６２，０００ １８，４００ １５，７００ ４，０００ 

増 減 額         （Ｂ－Ａ） △  ２，０００ △  １，１００ △    ７００    ５００ 

増 減 率           （％） △    ０．４ △    ５．６ △    ４．３   １４．３ 

 
５６９，４８２ １６，９７３ １１，７１１ ４，３２６ 

△  ７，４８２  １，４２７  ３，９８９ △     ３２６ 

【ご参考】          
前期(平成 12年3 月期)実績 
         
対前期比較増減額 
       
対前期比較増減率 （％） △     １．３    ８．４   ３４．１ △    ７．５ 

 
３．修正理由 

単独通期業績予想の当期純利益が前回発表予想に比べ３０％近く減少したことによるもの
であります。 

１）単 独 
①営業利益 

営業利益の減少は、主として、食品事業の営業利益が前回発表予想に比べ約１７億円減



                    ２ 

少したことによるものであります。 
これは、激しい販売競争に対応したことにより販売促進費が増加したことや、円安など

による粗利益の減少もあって、加工食品事業の営業利益が前回発表予想に比べ約１２億円
減少したことが主な要因であります。 
なお、食品事業の営業利益は、前期比では微増となる見込みであります。 

②経常利益 
営業利益は前回発表予想に比べ２５億円減少する見込みでありますが、経常利益は、関

係会社からの受取配当金の増加や支払利息の減少により金融収支が改善したことなどか
ら、前回発表予想に比べ１６億円の減少となる見込みであります。 

③当期純利益 
当期純利益の減少は、経常利益の減少によるものであります。 
なお、関連会社株式、子会社出資金などの評価損１６億４０百万円や、固定資産売却損

３億９４百万円を特別損失に計上しますが、借地権設定益２０億４０百万円（平成１３年
３月２３日付「一般定期借地権設定契約の締結について」にて開示済み）を特別利益に計
上するため、当期純利益に与える影響はありません。 
 

２）連 結 
①営業利益 

単体の営業利益は前回発表予想に比べ２５億円減少する見込みでありますが、連結営業
利益は、加工食品生産子会社の営業利益が稼働率の向上などにより拡大したことから、前
回発表予想に比べ１１億円の減少となる見込みであります。 

②経常利益 
連結営業利益は前回発表予想に比べ１１億円減少する見込みでありますが、有利子負債

の削減により金融収支を改善させたことなどから、経常利益は前回発表予想に比べ７億円
の減少となる見込みであります。 

③当期純利益 
連結当期純利益５億円の増加は、借地権設定益２０億４０百万円を特別利益に計上する

一方、固定資産売却損３億９４百万円を特別損失に計上することなどによるものでありま
す。 
 

 
Ⅱ．有価証券等評価損の計上について 

  当社（単独）における平成１３年３月期の有価証券等評価損の追加計上額（時価のあ
る有価証券については、中間期計上額の洗替額）は次のとおりであります。 

なお、保有する有価証券のうち、時価のある有価証券は時価法を、時価のない有価証
券については原価法を採用しております。 

 
(Ａ)平成１３年３月期における有価証券等評価損追加計上額 
    うち 関連会社株式 
       子会社出資金 
       その他 

１，６４０百万円  
           ９５１百万円 
      ５９９ 
        ８９ 

(Ｂ)平成１２年３月期の純資産の額  （Ａ／Ｂ×１００） 
８３，３０６百万円 

（    ２．０％ ） 

(Ｃ)平成１２年３月期の経常利益額  （Ａ／Ｃ×１００） 
 ７，５１５百万円 

（   ２１．８％ ） 

(Ｄ)平成１２年３月期の当期純利益額 （Ａ／Ｄ×１００） 
２，４０７百万円 

（   ６８．２％ ） 

（ご参考）当社の決算期末は３月３１日であります。 
 

以  上 


